
 

 

九十九里地域水道企業団公告      
 

一般競争入札（事後審査型）の実施について 

 

地方自治法施行令第１６７条の６の規定により一般競争入札を次のとおり実施します。 

 

令和６年９月２０日 

 

九十九里地域水道企業団 

企業長 鹿 間 陸 郎 

 

１ 一般競争に付する事項 

（１）工 事 名  光浄水場電気設備点検修理工事 

（２）工 事 場 所  山武郡横芝光町傍示戸１０２６番地 

山武郡横芝光町宝米１７５１番地 

山武市松尾町蕪木８３１番地１ 

匝瑳市生尾１０番地 

（３）一般競争入札  郵便入札・事後審査方式 

（４）工 事 期 限   令和７年３月１３日限り 

（５）工 事 の 概 要  

ア 目的 

本工事は、光取水場及び浄水場等の電気設備の点検修理を行うものである。 

イ 概要 

（ア）取水場電気設備点検整備       １式 

（イ）浄水場電気設備点検整備       １式 

（ウ）中央監視制御設備点検整備      １式 

（エ）八日市場配水場電気設備点検整備   １式 

（オ）遠方監視制御設備点検整備      １式 

（６）予 定 価 格  落札決定後公表 

（７）最低制限価格  最低制限価格制度実施要領を適用し設定する。 

（８）入 札 保 証 金  免除 

（９）契 約 保 証 金  請負代金の１／１０以上 

（10）工事費内訳書  提出 

（11）前・中間支払金  対象としない 

 

※最低制限価格の算出方法については、企業団ホームページ内「最低制限価格制度実施

要領」に掲載しています。  



 

 

２ 入札参加者に必要な資格に関する事項 

本工事の入札に参加する者に必要な資格は、次のとおりです。 

（１）本工事の公告日前に効力を有する令和６・７・８年度九十九里地域水道企業団建設

工事等資格者名簿「建設工事用」に登載されているもののうち、【電気工事】について、

建設業法に定める一般又は特定建設業の許可を受けている者。 

（２）本工事の公告日から本工事の開札の日までの間に、九十九里地域水道企業団建設工

事請負業者等指名停止措置要領に基づく指名停止を受けていない者。 

（３）本工事の公告日前に千葉県に本店又は建設業法に基づく許可を得た支店等がある者。 

（４）【電気工事】の工種に係る格付けがＡ等級である者。 

（５）公告日から起算して過去１０年間において、上水道施設における受変電設備工事施

工実績を元請として有する者。 

（６）本工事において、【電気工事】の主任技術者又は監理技術者（開札日現在３か月以上

の雇用関係にある者）を関係法令に基づき配置できる者。 

（７）地方自治法施行令第１６７条の４の規定のほか、次の各号に該当しない者 

ア 手形交換所による取引停止処分を受けてから２年間を経過しない者又は本工事の

開札日前６か月以内に手形・小切手を不渡りした者 

イ 会社更生法の適用を申請した者で、同法に基づく裁判所からの更生手続開始決定

が本工事の公告日までにされていない者 

ウ 民事再生法の適用を申請した者で、同法に基づく裁判所からの再生手続開始決定

が本工事の公告日までにされていない者 

 

３ 開札の場所及び日時 

（１）場 所  九十九里地域水道企業団第２会議室 

東金市東金７６９番地２ 

（２）日 時  令和６年１０月９日（水）午前・午後  ９時３０分 

 

４ 設計図書の閲覧方法 

原則として、企業団ホームページからのダウンロード又は、企業団窓口での閲覧とな

ります。  

  



 

 

５ 入札書の郵送方法 

（１）郵送方法  一般書留又は簡易書留 

（２）到着期限  令和６年１０月８日（火）午後５時必着 

（３）送 付 先  〒２８３－０８０２ 

東金市東金７６９番地２ 

九十九里地域水道企業団 総務課 管財班行 

ア 郵送は外封筒（角形２号程度）及び中封筒（長形３号程度）の２重封筒としてく

ださい。 

外封筒には入札書を同封した中封筒、誓約書、入札参加資格確認申請書、工事費

内訳書（指定された場合）を入れて封かん（同封されていない場合は入札無効とな

ります。）し、封筒の表面に次の事項を必ず記載してください。 

（ア）指定した郵送先 

（イ）入札書、誓約書、入札参加資格確認申請書、工事費内訳書（指定された場合）

在中の旨 

（ウ）公告した工事名 

（エ）公告した工事場所 

（オ）開札日 

（カ）入札者の商号又は名称 

イ 中封筒には入札書を入れて封かん及び代表者印により３箇所封印し、封筒の表面

に次の事項を必ず記載してください。 

（ア）入札書在中の旨 

（イ）公告した工事名 

（ウ）公告した工事場所 

（エ）開札日 

（オ）入札者の商号又は名称 

ウ 入札書、誓約書、入札参加資格確認申請書の各々の様式については、企業団ホー

ムページ掲載の入札情報・入札様式よりダウンロードし作成してください。 

エ 入札書、誓約書、入札参加資格確認申請書、工事費内訳書（指定された場合）等

の書類の日付については、開札日の記入をお願いします。 

オ 開札日が同日であっても、外封筒及び入札書は公告ごとに作成してください。 

封筒の封は糊付けでお願いします。 

  



 

 

６ 工事費内訳書の提出 

（１）入札参加者は、工事費内訳書の提出を求められている場合は、工事費内訳書が同封

されていない入札書は無効となります。また、次の各号に該当する場合も、入札が無

効となるので留意してください。 

ア 入札書の記載金額と工事費内訳書の積算金額が相違する場合。 

イ 工事費内訳書に工事名、工事場所の記載がない場合。 

ウ 工事費内訳書に入札者の商号又は名称がなく、押印が欠けている場合。 

エ 入札公告で示した設計書（金抜設計書）のうち本工事内訳書及び内訳書に記載さ 

れた項目が欠けている場合。 

（２）工事費内訳書は次のどちらかの様式により作成してください。 

ア 入札公告で示した設計書（金抜設計書）のうち、本工事内訳書及び内訳書に金額

を記載したもの。 

イ アと同一の項目が含まれた任意の様式により作成したもの。 

 

７ 入札回数 

入札の回数は３回とする。 

 

８ 設計図書等に関する質問 

設計図書等に関する質問がある場合は、書面でＦＡＸ等により提出してください。 

（１）提出期限  令和６年９月２６日（木）午後５時まで 

（２）提 出 先  九十九里地域水道企業団 総務課 管財班 

ＴＥＬ ０４７５－５４－０６３１ 

ＦＡＸ ０４７５－５４－２０６８ 

（３）回 答  質問に対する回答は令和６年１０月１日（火）にホームページに掲載

します。 

 

９ 入札の執行 

到着期限までに到着した入札書が１通の場合でも、当該入札は執行します。 

 

10 開札の立会 

開札の立会については任意ですので、必ず参加しなければならないものではありませ

ん。 

ただし、参加しなかった場合は再度入札を行うことはできません。 

代理人をもって参加する場合は委任状の提出をお願いします。 



 

 

11 落札者の決定 

（１）予定価格の制限の範囲内（最低制限価格を設定した場合は、予定価格と最低制限価

格の範囲内）で最低の価格をもって入札した者を落札候補者とする。 

以下低い価格で入札した者から順次落札候補者として資格審査を行い、後日落札者

を決定し、連絡いたします。 

（２）予定価格の制限の範囲内の入札がない場合は、再度入札を行うものとする。 

ただし、初回の入札で無効となった者は、再度入札には参加できない。 

（３）再度入札においては、入札書を封筒に入れずに提出することができるものとする。 

（４）落札候補者となるべき同価格の入札者が２者以上あるときは、くじ引きにより落札

候補者としての順位を決定する。 

なお、くじを引かない者があるときは、これに代わり入札事務に関係のない職員に

くじを引かせるものとする。 

（５）再度入札において落札候補者がない場合は、当企業団建設工事等契約事務取扱要綱

第１４条第１項の規定によるものとする。 

 

12 落札候補者となった場合提出する書類 

落札候補者は速やかに次の書類を提出するものとする。 

（１）施工実績の確認書類として、工事名・発注機関名・契約金額及び工事概要等が確認

できるもの。 

（２）【電気工事】の主任技術者又は監理技術者の資格を証明するもの。（開札日現在３

か月以上の雇用関係の証明含む） 

 

13 その他 

（１）上記のほか、入札公告及び入札の概要を熟知し、入札書を郵送してください。 

（２）入札書を投函する前に、再度必ず確認してください。 

（３）開札日には、再度の入札に備え予備の入札書を持参してください。 

（４）入札書到達の有無等の問い合わせには、一切対応しません。 

（５）入札参加者は、ホームページ掲載の入札情報の入札約款を熟読し、遵守してくださ

い。 

 

 



令和 6 年度

光浄水場電気設備点検修理工事
設  計  書

013630030九  十  九  里  地  域  水  道  企  業  団



修繕費営業費用 原水及び浄水費水道用水供給事業費用

九十九里地域水道企業団 九水企修令６第３号

課長 副課長 場長 副場長 班長 審査 設計

年度
科目

令和 6 年度 款 項 目 節

工事場所
山武郡横芝光町傍示戸1026番地、山武郡横芝光
町宝米1751番地、山武市松尾町蕪木831番地1、
匝瑳市生尾10番地

工事名 光浄水場電気設備点検修理工事

 工事期限 令和７年３月１３日限り

総括表

請  負工事施行方法

工事番号 提出年月日

 設 計 金 額 円

 工 事 価 格 円

 消費税相当額 円
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設
　
　
　
計
　
　
　
説
　
　
　
明
　
　
　
　
　
　

　本工事は、光取水場及び浄水場等の電気設備を安全に運用するため、
点検及び修理を行うものであり、その概要は下記のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　　１．取水場電気設備点検整備　　　　　　１式
　　　　２．浄水場電気設備点検整備　　　　　　１式
　　　　３．中央監視制御設備点検整備　　　　　１式
　　　　４．八日市場配水場電気設備点検整備　　１式
　　　　５．遠方監視制御設備点検整備　　　　　１式
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－以上－
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費目 工種 種別 細別 単位 数量 単価 金額 摘要

         本  工  事  内  訳  書

本工事費

機器費
式 1    

機器費
式 1    第 1 号内訳書参照

機器費計
式 1    

直接工事費

材料費

材料費
式 1    第 2 号内訳書参照

補助材料費
式 1    

労務費

一般労務費
部品交換 式 1    第 3 号内訳書参照

技術労務費
部品交換 式 1    第 4 号内訳書参照
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費目 工種 種別 細別 単位 数量 単価 金額 摘要

付属 1

技術労務費
点検・調整 式 1    第 5 号内訳書参照

直接経費

機械経費
式 1    

直接工事費計

間接工事費

共通仮設費（率計上）

共通仮設費（率計上）
式 1    

純工事費

現場管理費
式 1    

点検整備（技術者）間
接費 式 1    

点検整備（機器）間接
費 式 1    

P-2013630030九  十  九  里  地  域  水  道  企  業  団



費目 工種 種別 細別 単位 数量 単価 金額 摘要

付属 2

工事原価

一般管理費等
式 1    

工事価格

消費税相当額
式 1    

工事費計
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名称 規格寸法 単位 数量 単価 金額 摘要

第 1 機器費 1式号 内訳書

VCB（真空遮断器） VBJD-6213BC-M
台 4    

計
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名称 規格寸法 単位 数量 単価 金額 摘要

第 2 材料費 1式号 内訳書

取水場電気設備交換部品
式 1    第 6 号内訳書参照

浄水場電気設備交換部品
式 1    第 7 号内訳書参照

八日市場配水場電気設備交換部
品 式 1    第 8 号内訳書参照

計
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名称 規格寸法 単位 数量 単価 金額 摘要

第 3 一般労務費
部品交換

1式号 内訳書

電工
人

計
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名称 規格寸法 単位 数量 単価 金額 摘要

第 4 技術労務費
部品交換

1式号 内訳書

技術者（電気）
人

技術者（機械）
人

計
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名称 規格寸法 単位 数量 単価 金額 摘要

第 5 技術労務費
点検・調整

1式号 内訳書

技術者（電気）
人

計
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名称 規格寸法 単位 数量 単価 金額 摘要

第 6 取水場電気設備交換部品 1式号 内訳書

１．取水ポンプ盤

電解コンデンサ MN00-822I 8200μF
本 48    

電解コンデンサ MN00-822I 8200μF
本 36    

ヒューズ 600FH-450S
本 9    

ヒューズ 12.5URHD73TTF0700
本 3    

ヒューズ 12.5URHD73TTF0500
本 3    

電源装置 PBA15F-24
個 3    

マグネット S-N300CJ
個 3    

マグネット DU-N30
個 3    

マグネット S-N18
個 3    

マグネット S-N10
個 3    
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名称 規格寸法 単位 数量 単価 金額 摘要

付属 1第 6 号

変換器 AGP-2ES
個 3    

変換器 DGP-2
個 3    

２．５５ｋＶＡ発電機設備 ディーゼル発電機

潤滑油 15W-40
台分 1    

潤滑油フィルタ 1-87810075-2
個 1    

燃料フィルタ 9-88511191-1
個 1    

クーラント ロングライフクーラント95
台分 1    

MCCB NS203AH 225AT
個 1    

MCCB NS32A 10AT
個 3    

MCCB NS32A 15AT
個 2    

MCCB NS32A 5AT
個 1    
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名称 規格寸法 単位 数量 単価 金額 摘要

付属 2第 6 号

電磁接触器 620C-3FS AC200V
台 1    

３．遠方監視制御装置

プリント板 V1-AI41
個 5    

プリント板 V1-DI41
個 10    

プリント板 V1-DO41
個 6    

計
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名称 規格寸法 単位 数量 単価 金額 摘要

第 7 浄水場電気設備交換部品 1式号 内訳書

１．１２５ｋＶＡ発電機設備 ディーゼル発電機

潤滑油 15W-40
台分 1    

潤滑油フィルタ 9-88513265-3
個 1    

燃料フィルタ 1-13240191-0
個 1    

クーラント ロングライフクーラント95
台分 1    

２．監視制御装置 コントローラ

メモリバックアップ用バッテリ
ー

SU38A40157=1
個 3    

計
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名称 規格寸法 単位 数量 単価 金額 摘要

第 8 八日市場配水場電気設備交換部品 1式号 内訳書

１．直流電源装置

警報ヒューズ P450 5A
個 1    

２．遠方監視制御装置

メモリバックアップ用バッテリ
ー

SU38A41285＝1
個 1    

計
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1 

第１章  一般共通事項  

１．本特記仕様書によって施工する工事は、光浄水場電気設備点検修理工事で、設計書及

び工事等共通仕様書、関係法令等に基づき九十九里地域水道企業団監督職員（以下監督

職員という。）の指示に従い施工すること。  

２．受注者は、工期を厳守し、同期間内に完成させること。  

３．受注者は、工事施工に先立ち、施工計画書を作成し、監督職員に提出すること。 

４．設計図書に明示ない事項で疑問を生じた場合は、監督職員と協議することとし、施工

上若しくは技術上、当然必要と認められるものについては、受注者の責任において施工

すること。 

５．当企業団は、必要に応じて工事の増減、変更又は中止を命ずることができる。 

また、工事施工上、設計変更が生じた場合においても、これらの場合における請負金

額の増減は、契約書に基づき当企業団及び受注者両者協議のうえ、当企業団単価及び積

算基準により行うものとする。  

６．受注者は、工事施工にあたり、工事に関する諸法規、関係諸法令を遵守し、工事の円

滑な進捗を図るとともに、安全対策に十分留意すること。 

７．工事施工にあたり、資格を必要とする作業は、それぞれ有資格者が施工すること。 

８．工事用機械、器具等は、設計図書に指定されている場合は、これに適用するものを使

用すること。 

ただし、工事施工にあたり、より条件に合った機械、器具がある場合は監督職員の承

諾を得て使用することができる。 

９．工事施工に際し、障害となる既設構造物その他に対しては、監督職員と協議のうえ防

護又は一時移転を行うこと。 

万一損害を与えた場合は、受注者の責任において一切を処理すること。 

10．本工事に関連して、他の工事及びその他交渉の必要が生じたときは、監督職員に連絡

し、関係者による協議を実施し工事の進捗を図ること。 

11．就業時間は、平日午前８時３０分より午後５時迄とし、土曜日、日曜日及び祝日は休

日とする。 

ただし、平日以外または就業時間外に作業を行う必要を生じた場合は、監督職員にそ

の内容を説明し、書面により承諾を得たうえで実施することができる。 

12．作業中は、現場の整理整頓を行い常に安全な状態で施工すること。 

また、作業終了後は清掃を行い現場の美化に努めること。 

13．受注者は、設計図書に記載された機器、材料について、承諾図書を作成し、監督職員

の承諾を得ること。 

14．受注者は、機器及び材料については、現場搬入の都度、監督職員の確認を受けること。 

15．受注者は、当企業団の定める工事記録写真撮影要領により写真を撮影し、完成図書と

ともに提出すること。 

16. 工事完成検査にあたり、現場代理人及び主任技術者は当該検査に立ち会わなければな

らない。 

 

第２章 建設副産物対策  

１．共通事項 

（１）「千葉県建設リサイクル推進計画２０１６ガイドライン」に基づき、本工事に係る

「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を「建設副産物情報交換シ

ステム（ＣＯＢＲＩＳ）」により作成し、施工計画書に含め各１部提出すること。 

なお、受注者は、法令等に基づき、再生資源利用促進計画を工事現場の公衆が見や
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すい場所に掲げなければならない。 

また、計画の実施状況（実績）については、「再生資源利用実施書」及び「再生資

源利用促進実施書」並びに「建設副産物情報交換システム工事登録証明書」を同シス

テムにより作成し、各１部提出するとともに、これらの記録を工事完成後五年間保存

しておくこと。 

◎作成対象工事 

「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」は請負金額が、「再生

資源利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」並びに「建設副産物情報交換

システム工事登録証明書」は最終請負金額が１００万円以上の全ての工事につい

て建設資材の利用、建設副産物の発生・搬出の有無にかかわらず作成する。 

（２）「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準」に基づき、建設副産物の処理に

先立ち、「建設副産物処理承認申請書」を作成し、監督職員の確認を受け、同申請書

を１部提出すること。 

なお、建設廃棄物の処理を委託する場合は、収集運搬又は処分について許可業者と

各々建設廃棄物処理契約を締結し、「建設廃棄物処理委託契約書」を監督職員に提示

するとともに、同契約書の写しを同申請書に添付すること。 

建設副産物の処理完了後速やかに、「建設副産物処理調書」を作成し、１部提出す

るとともに、実際に要した処理費等を証明する資料（受入伝票、写真等）を監督職員

に提示し確認を受けること。 

（３）建設廃棄物の処理に当たって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニフェスト方式

による場合は、原則として複写式伝票の D 票及び E 票の写しを提示すること。 

また、電子マニフェスト方式による場合は、原則として廃棄物の処理及び清掃に関

する法律に基づき指定された情報処理センターが発行する当該工事のマニフェスト情

報を収録した電子媒体又は建設廃棄物の引渡し時、運搬終了時及び処分終了時に登録

される情報を印刷したもの（受渡確認票等）を提示すること。 

２．その他 

（１）建設副産物対策を適切に実施するため、工事現場における責任者を明確にし、計画

内容等を現場担当者に周知徹底しなければならない。 

（２）工事現場において、建設廃棄物の処理方法毎に分別し、保管基準を遵守し、適切に

保管しなければならない。 

（３）建設廃棄物の再利用及び減量化のできないものについては、廃棄物処理法に基づき

適正に処理しなければならない。 

（４）建設廃棄物の処理を委託する場合には、以下の事項に留意し適正に委託しなければ

ならない。 

ア 廃棄物処理法に規定する処理基準を遵守すること。 

イ 建設廃棄物運搬については、運搬経路の設定及び車両、積載量の適切な管理をす

ること。 

（５）塗料等の付着した缶等は、専門の処理業者に委託する等により適正に処理しなけれ

ばならない。 

（６）受注者は廃棄物の処理に関し、以下の書類を提出しなければならない。 

ア 収集・運搬及び処分委託契約書の写し。 

イ 収集・運搬業許可証及び処分業許可書の写し。 

ウ 再生資源利用実施書及び、再生資源利用促進実施書並びに、建設副産物情報交換

システム工事登録証明書。 

エ 運搬経路図。 
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オ 保管、搬出、処分（搬出車両ナンバー、処分場掲示板）等の写真。 

カ その他監督職員の指示する書類。 

（７）工事に伴う現場発生品については、監督職員に指定された置き場まで運搬すること

とし、発生品の処理は発注者において行うものとする。 

 

第３章 建設リサイクル法 

１．特定建設資材の分別解体等・再資源化等の適正な措置 

（１）本工事は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成１２年法律第１０

４号。以下「建設リサイクル法」という。）に基づく対象建設工事であり、分別解体

等及び特定建設資材廃棄物の再資源化等の実施が義務付けられた工事である。 

（２）受注者は、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法 

第１８条の規定により、以下の事項を書面に記載し、監督職員に報告することとする。 

・再資源化等が完了した年月日 

・再資源化等をした施設の名称及び所在地 

・再資源化等に要した費用 

なお、その書面は、「建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）」を用いて作

成した再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書によることができる。 

２．請け負おうとする建設業を営む者からの事前説明に関する事項 

（１）建設リサイクル法第１２条の規定により、対象建設工事を請け負おうとする建設業

を営む者は、発注者に対し、『「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」

（建設リサイクル法）の施行に伴う公共工事の取扱い』で定める「法第１２条第１項

に基づく書面」を交付し説明を行うこととする。 

（２）書面の交付は、契約に先立って行うこととする。 

 

第４章 アスベスト調査等 

本工事は、アスベスト調査等の対象工事で 

□あるので、本章を適用する。 

■ないので、本章を適用しない。 

 

第５章 注意事項 

１．浄水作業を最優先し、支障とならないこと。 

２．工事場所は稼働中の浄・取水場及び配水場内であることから、工事範囲以外の施設、

敷地へ立ち入らないこと。 

また、許可無く場内の施設及び機械器具等には絶対触れないこと。 

３．作業員名簿を提出し、作業員等の管理を徹底すること。 

４．作業開始前は、作業内容・作業人員を報告すること。 

 

第６章 個人情報取扱特記事項 

１．基本的事項 

受注者は、個人情報の保護の重要性を認識し、この契約による事務の実施に当たって

は、個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報の取扱いを適正に行う。 

２．事務従事者への周知及び監督 

（１）事務従事者への監督 

受注者は、この契約による事務を行うために取り扱う個人情報の適切な管理が図ら

れるよう、事務従事者に対して必要かつ適切な監督を行う。 
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（２）事務従事者への周知 

受注者は、事務従事者に対して、次の事項等の個人情報の保護に必要な事項を周知

させるものとする。 

ア 事務従事者又は事務従事者であった者は、その事務に関して知り得た個人情報を

みだりに他人に知らせてはならないこと。 

イ 事務従事者又は事務従事者であった者は、その事務に関して知り得た個人情報を

不当な目的に使用してはならないこと。 

３．個人情報の取扱い 

（１）収集の制限 

受注者は、この契約による事務を行うために個人情報を収集するときは、当該事務

の目的を達成するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段によりこれを行う。 

（２）秘密の保持 

受注者は、この契約による事務に関して知り得た個人情報をみだりに他人に知らせ

てはならない。この契約が終了し、又は解除された後においても、同様とする。 

（３）漏えい、滅失及びき損の防止等 

受注者は、この契約による事務に関して知り得た個人情報について、個人情報の漏

えい、滅失及びき損の防止その他の個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じ

る。 

（４）持ち出しの制限 

受注者は、発注者が承諾した場合を除き、この契約による事務を発注者が指定した

場所で行い、個人情報が記録された機器、記録媒体、書類等（以下「機器等」という。）

を当該場所以外に持ち出してはならない。 

（５）目的外利用及び提供の制限 

受注者は、発注者の指示がある場合を除き、個人情報をこの契約の目的以外の目的

のために利用し、又は発注者の承諾なしに第三者に対して提供してはならない。 

（６）複写又は複製の制限 

受注者は、この契約による事務を処理するために発注者から引き渡された個人情報

が記録された機器等を発注者の承諾なしに複写又は複製してはならない。 

４．再下請の制限 

受注者は、発注者が承諾した場合を除き、この契約による事務については自ら行い、

第三者にその取扱いを委託してはならない。 

５．事故発生時における報告 

受注者は、この契約に違反する事態が生じ、又は生じるおそれのあることを知ったと

きは、速やかに発注者に報告し、発注者の指示に従うものとする。 

６．機器等の返還等 

 受注者は、この契約による事務を処理するために、発注者から提供を受け、又は受注

者自らが収集し、若しくは作成した個人情報が記録された機器等は、この契約完了後直

ちに発注者に返還し、又は引き渡すものとする。ただし、発注者が別に作業の方法を指

示したときは､当該方法によるものとする。 

７．発注者の調査、指示等 

（１）調査、指示等 

発注者は、受注者がこの契約により行う個人情報の取扱状況を随時調査し、又は監

査することができる。この場合において、発注者は、受注者に対して、必要な指示を

行い、又は必要な事項の報告若しくは資料の提出等を求めることができる。 

（２）公表 
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発注者は、受注者がこの契約により行う事務について、情報漏えい等の個人情報を

保護する上で問題となる事案が発生した場合には、個人情報の取扱いの態様、損害の

発生状況等を勘案し、受注者の名称等の必要な事項を公表することができる。 

８．契約の解除及び損害の賠償 

（１）発注者は、次の各号のいずれかに該当するときは、この契約を解除し、及び受注者

に対して損害の賠償を請求することができる。 

ア 受注者又は受注者の委託先（順次委託が行われた場合におけるそれぞれの受託者

を含む。）の責めに帰すべき事由による情報漏えい等があったとき。 

イ 受注者がこの特記事項に違反し、この契約による事務の目的を達成することがで

きないと認められるとき。 

注 本契約においては、特定個人情報(個人番号等)は一切取り扱わないものとする。 

 

第７章 工事仕様 

１．対象設備 

（１）光取水場電気設備 

  ア 自家発設備 

   ①自動始動盤（Ｇ）                       １面 

   ②５５ｋＶＡ発電機設備（ディーゼル発電機）           １式 

   ③３００ｋＶＡ発電機設備（ディーゼル発電機）          １式 

  イ 電気室 

   ①配電盤（Ｈ２～４）                      ３面 

   ②配電盤（Ｈ６～８）                      ５面 

   ③遮断器 ＶＣＢ（５２Ｒ１、Ｆ１、２、３）交換         ４台 

   ④Ｎｏ．１～３取水ポンプ盤（Ｐ１１～１３）           ３面 

（２）光浄水場電気設備 

  ア 電気室 

   ①配電盤（Ｈ１～８）                     １０面 

    配電盤（Ｌ１～７）                      ７面 

   ②遮断器 

    ａ．ＶＣＢ（５２Ｒ１、Ｒ２、Ｆ１、２、３、４）        ６台 

    ｂ．ＶＣＳ（４２Ｃ１、２）                  ２台 

    ｃ．ＡＣＢ（５２Ｔ３）                    １台 

   ③変圧器（Ｌ１～３、Ｌ６）                   ４台 

   ④保護継電器                          １式 

   ⑤コントロールセンター（ＣＣ１１～１４、ＣＣ２１～２３）F/R  １４面 

   ⑥無停電電源装置（ＢＴ、ＤＣ、ＵＰＳ１、２）          ４面 

   ⑦Ｎｏ．１～４送水ポンプ盤（Ｐ１１～１４）           ４面 

   ⑧補助継電器盤（ＲＹ１１～１４）                ４面 

   ⑨現場操作盤（ＬＣＢ１～５）                  ５面 

   ⑩計装変換器盤（Ｋ０１）                    １面 

   ⑪受変電設備コントローラ盤（ＣＴＲ１１、１２）         ２面 

   ⑫浄水・送水設備コントローラ盤（ＣＴＲ２１、２２）       ２面 

  イ 排水・排泥電気室 

   ①コントロールセンター（ＣＣ３１～３５）F/R          １０面 

   ②補助継電器盤（ＲＹ３１～３３）                ３面 
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   ③計装変換器盤（Ｋ３１）                    １面 

   ④照明分岐盤（Ｌ８）                      １面 

   ⑤現場操作盤（ＬＣＢ６～９）                  ４面 

   ⑥排水・排泥設備コントローラ盤（ＣＴＲ３３）          １面 

  ウ 自家発設備 

   ①自動始動盤（Ｇ）                       １面 

   ②１２５ｋＶＡ発電機設備（ディーゼル発電機）          １式 

   ③４００ｋＶＡ発電機設備（ディーゼル発電機）          １式 

   ④燃料槽（Ｔ）                         １式 

  エ ろ過池操作室 

   ①コントロールセンター（Ｃ１１～１４）F/R            ８面 

   ②継電器盤（Ｋ１１、１２、２１）                ３面 

   ③ろ過池・表洗ポンプ計器盤（Ｅ１１）              １面 

   ④ろ過池設備コントローラ盤（ＣＴＲ２３）            １面 

  オ 沈澱池操作室 

   ①動力照明盤（ＬＰ１～２）                   ２面 

   ②排泥弁制御盤（ＬＰ３）                    １面 

（３）中央設備制御装置 

  ア 監視操作卓（Ｂ２～８）                    ７面 

  イ 監視制御装置                         １式 

  ウ 出力分岐盤（ＵＰＳ３）                    １面 

  エ 伝送装置盤（ＨＵＢ）                     １面 

  オ プリンタ（Ｌ-ＰＲ１、Ｍ-ＰＲ１）               ２台 

  カ コントローラ盤 

   ①共通設備コントローラ盤（ＣＴＲ０１～０２）          ２面 

   ②排水・排泥設備コントローラ盤（ＣＴＲ３１～３２）       ２面 

   ③ＣＤ／ＧＰ制御コントローラ盤（ＣＯＴ３、Ｂ２～４）      ４面 

（４）八日市場配水場電気設備 

  ア ２Ｆ監視室 

   ①流入弁制御盤（８１）                     １面 

   ②直流電源設備                         １式 

（５）遠方監視制御装置 

  ア 光浄水場 

   ①ＮＴＭ－１１ 遠方監視制御装置盤（親局）           １面 

  イ 光取水場 

   ①ＮＴＭ－２１，２２ 遠方監視制御装置盤（子局）        ２面 

  ウ 八日市場配水場 

   ①ＮＴＭ－４１ 遠方監視制御装置盤（子局）           １面 

  エ 松尾配水場 

   ①ＬＴＭ 遠方監視制御装置盤（子局）              １面 

２．機器仕様 

（１）ＶＣＢ（真空遮断器）                      ４台 

  形 式：ＶＢＪＤ－６２１３ＢＣ－Ｍ 

  定格電圧：７.２ｋＶ 

  定格電流：６００Ａ 
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  定格遮断電流：１２.５ｋＡ 

  定格遮断時間：３サイクル 

  絶縁階級：６号Ａ 

  操作方法：電動ばね操作 

  付 属 品：メーカー標準付属品 

       その他必要なもの 

３．点検仕様 

（１）高低圧配電盤点検 

  ア 盤内外及び収納機器の外観点検、清掃 

  イ 扉の開閉状況、清掃、塗装状況等全般点検 

  ウ 取付器具の状態確認、端子台等のビス類の締め付け確認 

  エ 引き出し装置の出し入れ状態の確認 

  オ 主母線の変形、変色、発錆の有無、ボルトの緩み、支持碍子状態確認 

  カ 絶縁抵抗測定 

（２）ＶＣＢ、ＶＣＳ、ＡＣＢ点検 

  ア 外観全般、断路部、制御プラグ等の点検 

  イ 手動、電動による動作確認 

  ウ 極柱等に異常のない事の確認 

  エ 操作機構部、ラッチ機構等の点検整備 

  オ 絶縁抵抗測定 

（３）変圧器点検 

  ア 外観点検、清掃 

  イ コイル、碍子等絶縁物の変色、破損の有無 

  ウ 冷却ファン、フィルタ等の冷却装置の点検 

  エ 絶縁抵抗測定 

（４）コントロールセンター、継電器盤、現場盤点検 

  ア 高低圧配電盤に準ずる 

（５）保護継電器点検 

  ア 外観構造点検 

  イ 最小動作値、動作時間等の特性試験 

（６）保護連動試験 

  ア 保護継電器等の接点メークによる遮断器トリップ、故障表示、警報が正常に動作

することを確認する。 

（７）直流電源及び無停電電源装置点検 

  ア 盤面、計器測定、状態表示確認 

  イ 外観検査、各部の締付確認、清掃 

  ウ 制御電圧、主回路電圧、絶縁抵抗等の各部測定 

  エ 出力過電流制限特性、出力波形の測定 

  オ ドロッパ回路動作確認、各種設定値確認 

  カ 蓄電池電圧の測定 

  キ 電気連動試験 

（８）ポンプ盤点検 

  ア 外観目視点検、清掃 

  イ 電源電圧、絶縁抵抗測定、各部波形の観測 

  ウ 直流電圧検出確認 
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  エ 電気連動試験 

  オ 運転特性試験 

（９）コントローラ・入出力盤点検 

  ア 外観目視点検、清掃 

  イ 電源、バックアップ電池等の電圧測定 

  ウ シーケンスプログラムの内容チェック 

  エ プログラミングパネルの各動作機能確認 

（10）発電機設備点検 

  ア 発電機制御盤の点検 

  イ エンジン等の機関の点検 

  ウ 充電器、蓄電池等点検 

  エ 保護連動試験 

  オ 運転記録 

（11）中央監視制御設備点検 

  ア システム総合点検 

   ①外観目視点検、清掃 

   ②コネクタプラグインの状況確認 

   ③入力電圧測定 

   ④冷却ファン動作状況確認 

   ⑤システムの稼働状況確認 

  イ 監視制御装置及び監視操作卓点検 

   ①外観目視点検、清掃 

   ②エラーログ解析 

   ③システムバックアップ作成 

   ④冷却ファン動作状況確認 

   ⑤システムの稼働状況確認 

   ⑥コネクタプラグインの状況確認 
   ⑦電源電圧測定 

   ⑧機能検査 

   ⑨ランプ表示状態点検 

   ⑩分電ユニット電源電圧測定 

  ウ プリンタ点検 

   ①外観目視点検、清掃 

   ②コネクタプラグインの状況確認 

   ③冷却ファン作動状況確認 

   ④機能検査 

   ⑤トナーカートリッジの状況確認 

  エ 伝送装置点検 

   ①外観目視点検、清掃 

   ②コネクタプラグインの状況確認 

   ③冷却ファン作動状況確認 

   ④機能検査 

（12）遠方監視制御設備点検 

  ア 外観目視点検、清掃 

  イ 電源電圧、レベル測定 
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  ウ レベル異常検出測定 

  エ シーケンスプログラムの内容チェック 

  オ 機能確認試験 

４．修理仕様 

（１）取水場電気設備 

  ア 電気室 

   ①配電盤の劣化機器を交換し、正常に動作することを確認する。 

   ②取水ポンプ盤の劣化消耗部品を交換し、正常に動作することを確認する。 

   ③遠方監視制御装置の劣化消耗部品を交換し、正常に動作することを確認する。 

  イ 取水場自家発設備（55kVA） 

   ①自家発設備の劣化消耗部品を交換し、正常に動作することを確認する。 

（２）浄水場電気設備 

  ア 計装盤室 

   ①監視制御装置の劣化消耗部品を交換し、正常に動作することを確認する。 

  イ 浄水場自家発設備（125kVA） 

   ①自家発設備の劣化消耗部品を交換し、正常に動作することを確認する。 

（３）八日市場配水場 

  ア ２Ｆ監視室 

   ①直流電源装置の劣化消耗部品を交換し、正常に動作することを確認する。 

   ②遠方監視制御装置の劣化消耗部品を交換し、正常に動作することを確認する。 

（４）交換部品 

  ア 取水場 

   ①取水ポンプ盤 

    ・電解コンデンサ         MN00-822I 8200μF     ４８本 

    ・電解コンデンサ         MN00-822I 8200μF     ３６本 

    ・ヒューズ            600FH-450S         ９本 

    ・ヒューズ            12.5URHD73TTF0700      ３本 

    ・ヒューズ            12.5URHD73TTF0500      ３本 

    ・電源装置            PBA15F-24          ３個 

    ・マグネット           S-N300CJ          ３個 

    ・マグネット           DU-N30           ３個 

    ・マグネット           S-N18            ３個 

    ・マグネット           S-N10            ３個 

    ・変換器             AGP-2ES           ３個 

    ・変換器             DGP-2            ３個 

   ②５５ｋＶＡ発電機設備（ディーゼル発電機） 

    ・潤滑油             15W-40           １台分 

    ・潤滑油フィルタ         1-87810075-2        １個 

    ・燃料フィルタ          9-88511191-1        １個 

    ・クーラント           ロングライフクーラント９５ １台分 

    ・MCCB              NS203AH 225AT        １個 

    ・MCCB              NS32A 10AT         ３個 

    ・MCCB              NS32A 15AT         ２個 

    ・MCCB              NS32A 5AT          １個 

    ・電磁接触器           620C-3FS AC200V       １台 
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   ③遠方監視制御装置 

    ・プリント板           V1-AI41           ５個 

    ・プリント板           V1-DI41          １０個 

    ・プリント板           V1-DO41           ６個 

  イ 浄水場 

   ①１２５ｋＶＡ発電機設備（ディーゼル発電機） 

    ・潤滑油             15W-40           １台分 

    ・潤滑油フィルタ         9-88513265-3        １個 

    ・燃料フィルタ          1-13240191-0        １個 

    ・クーラント           ロングライフクーラント９５ １台分 

   ②監視制御装置（コントローラ） 

    ・メモリバックアップ用バッテリー SU38A40157=1        ３個 

  ウ 八日市場配水場 

   ①直流電源装置 

    ・警報ヒューズ          P450 5A           １個 

   ②遠方監視制御装置 

    ・メモリバックアップ用バッテリー SU38A41285＝1        １個 

 

第８章 工事特記事項 

１．法令及び規格等適用基準 

仕様書記載の法令規格によるほか、下記事項を適用する。【最新版】 

（１）日本産業規格（JIS） 

（２）日本水道協会規格（JWWA） 

（３）水道施設設計指針（日本水道協会） 

（４）水道維持管理指針（日本水道協会） 

（５）水道工事標準仕様書（日本水道協会） 

（６）コンクリート標準示方書（土木学会） 

（７）水道施設耐震工法指針・解説（日本水道協会） 

（８）電気学会 電気規格調査会標準規格（JEC） 

（９）日本電気協会 内線規程 

（10）日本電機工業会規格（JEM） 

（11）公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編） 

（12）公共建築工事標準図（電気設備工事編） 

（13）その他関係法令・規格 

２．施工管理 

工事施工に際し、専門技術・知識及び経験を有する技術者による施工管理を行うこ 

と。 

３．関連工事との協調 

本工事は、浄・取水場及び配水場内での施工となるため、浄水場維持管理業務と競合

するので、受注者は資材搬入ルート、工事用車両の制約等については、浄水場及び近接

工事施工業者と調整のうえ施工を行うこと。 

４．用地の使用 

受注者は、工事施工のために企業団用地を使用するときは、施設管理者の承諾を受け

なければならない。 

５．工事現場管理 
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（１）施工中の安全確保に関しては、常に工事の安全に留意し、現場管理を行い、災害及

び事故の防止に努めること。 

なお、災害及び事故が発生した場合には、人命の安全確保を優先するとともに、二

次災害の防止に努め、その経緯を監督職員に報告すること。 

（２）気象予報又は警報等について、常に注意を払い、災害の予防に努めること。 

（３）工事の施工の各段階において、騒音、振動、大気汚染、水質汚濁等の影響が生じな

いよう周辺環境の保全に努めること。 

（４）塗料、シーリング剤、接着剤その他の化学製品を取扱う場合は、当該製品の製造所

が作成した安全データシート（SDS）を常備し、記載内容の周知徹底を図り、作業者

の健康、安全の確保及び環境保全に努めること。 

６．養生・後片付け 

既設浄水設備、工事目的物の施工済み部分等については、汚染又は損傷しないよう適

切な養生を行うとともに、工事完成後は、施工範囲および工事影響範囲の後片付け及び

清掃を行うこと。 
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